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 接続期のカリキュラムの必要性について、平成 29 年３月に告示された学習指導要

領等の改訂内容と静岡県の教育と現状の２つの視点から述べていきます。 
 

１ 学習指導要領等の改訂内容 

これからの社会を切り拓く資質・能力の育成 
 平成 29 年３月に、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教

育・保育要領及び小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の学習指導要領が改訂＊1

され、告示されました。 
今回の改訂では、これからの社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成す

ることを求めています。この背景には、情報化やグローバル化が急速に進む社会情勢

があります。今の子どもが成人する未来社会では、現在ある職業の半数が消え、新た

な職業が生まれているだろうと言われています。今ある職業に必要な知識・技能は、

未来では必要ないかもしれません。そうなると、これからの社会を生き抜くためには、

習得した知識や技能を活用して、他者と協働し、新しい事を創造していく力、変化に

柔軟に対応していく力が必要です。しかし、こうした力は全く新しい力ということで

はなく、学校教育が長年その育成を目指してきた「生きる力」でもあります。今回の

改訂ではこの「生きる力」をより具体化し、育成を目指す資質・能力として３つの柱

で整理しました。（図１）そして、この資質・能力を、幼児期から学校卒業時まで一

貫して育成するのものとして、学校段階等間の円滑な接続を求めています。 
 

【図１】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    幼稚園小学校中学校高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）補足資料より 
 

 

 

＊１ 保育所保育指針の改定 
 保育所保育指針については、「改定」が正しい表記であるが、ここでは、他の法令と並列

して述べている関係から、「改訂」の表記を使っている。 
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幼児期の終わりまでに育ってほしい姿  
幼児期の教育では、遊びや生活全体を通して、生きる力の基礎となる幼児期にふさ

わしい資質・能力を総合的に育んでいきます。一方、小学校以降の教育では、育成を

目指す資質・能力を各教科等の特質に応じた見方・考え方に基づき育んでいきます。 
園生活全体を通して総合的に指導する幼児期の教育と、各教科等の見方・考え方に

基づき具体的な目標と内容を設定し指導していく小学校以降の教育には相違があり

ます（詳細は P9 参照）。そこで、幼小の円滑な接続のためには、保育者と小学校の教

師が互いの教育について理解し合い、子どもの育ちや学びを共有することが大切です。 
幼稚園教育要領、保育所保育指針等には「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

が 10 項目で示されています。この「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（図２）

は、幼児期にふさわしい遊びや生活を積み重ねることによって、５歳児後半に育まれ

てくる姿を 10 にまとめ整理した具体的な姿です。保育者には、「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」を念頭に置きながら、一人一人の発達に必要な体験が得られるよ

うに環境を構成したり、必要な援助を行ったりすることが求められています。 
一方、学習指導要領において小学校の教師には、「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」を踏まえ指導を工夫することにより、子どもが主体的に自己を発揮しながら

学べるようにすることが求められています。 
幼小の円滑な接続のためには、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点と

して、保育者と小学校の教師が、幼児期から児童期における発達の流れを理解し、子

どもの成長に即した連続性・一貫性のあるカリキュラムを作成し、実施していくこと

が大切です。 
 
 

【図２】    幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
               幼稚園教育要領（H29.3）より作成 
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２ 静岡県の教育と現状 

静岡県が目指す教育 

 県と静岡県教育委員会は、個人として自立し、人との関わり合いを大切にしながら、

よりよい社会づくりに参画し行動する「有徳の人＊２」の育成を目指しています。そし

て、「有徳の人」を育むために、幼児教育、義務教育、高等学校教育のそれぞれの学

びの場が充実し、学校段階             【図３】       
等間において円滑な接続

がなされるための施策を

展開しています。 
その一つが、平成 28 年

４月に策定した「幼児期の

教育と小学校教育の円滑

な接続に関する方針＊３」で

す。 
本方針では、接続期を５

歳児 10 月頃から小学校１

年生の夏休み前頃までと

し、接続期に、保育者と小

学校の教師が「目指す子ど

もの姿」を共有し、「連携」

を図ることを求めていま

す。（図３） 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

＊２ 有徳の人 
 静岡県教育振興基本計画では、「有徳の人」の育成を基本目標に掲げている。 
｢有徳の人｣とは 
①自らの資質・能力を伸長し、個人として自立した人 
②多様な生き方や価値観を認め、人との関わり合いを大切にする人 
③社会の一員として、よりよい社会づくりに参画し、行動する人 

（H30 ふじのくに「有徳の人」づくり大綱（静岡県）より） 

＊３ 幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続に関する方針 
 平成 28 年３月に静岡県教育委員会が策定した方針。｢静岡県就学前教育情報サイト わ

っ！｣からダウンロードすることができる。 
基本方針に基づき、本書においても、｢接続期｣を５歳児 10月頃（５歳児後半）から小学校

１年生夏休み前頃（小学校１年１学期）までとする。 
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静岡県の現状 

平成 28 年度に、県内の国公私立幼稚園・保育所・認定こども園及び小学校を対象

に、幼小の連携状況や保育者と小学校の教師との連携に関する意識の実態について調

査し、903 園と 506 校から回答を得ました。 
その結果、「幼小の連携が図られているか」という質問に対し､「ある」又は､「ど

ちらかといえばある」と回答した園は全体の約６割、小学校では約８割でした。（図

４） 
 しかし、「小１プロブレムがあるか」という質問に対し､「ある」「どちらかといえ

ばある」と回答した小学校は半数以上に上りました。（図５）                             

 
【図４】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    (%) 
 
 
 
 

＊ 県内国公私立幼稚園・保育所・認定こども園 903 園、小学校 506 校回答。（H28 調査） 
 

 
【図５】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊県内国公私立小学校 506 校回答。（H28 調査） 
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さらに、「幼小の連携について課題だと感じること」を尋ねたところ、多数の園や

学校が、「教職員の合同研修や情報共有、相互理解について課題がある」と回答しま

した。（図６） 
 
 

【図６】   ■こども同士の交流     ■教職員の研修等  ■教職員の情報共有や相互理解  

■園や学校運営における連携 ■その他      □課題だと感じることがない 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＊横軸は施設数。複数回答。 

                    県内国公私立幼稚園・保育所・認定こども園 
                                     903 園回答。小学校 506 校回答。（H28 調査） 

 
 
 

「小１プロブレム」が発生する原因は様々ありますが、その一つは、幼児期の教育

と小学校教育の段差に子どもがつまずいていることが考えられます。「遊び・生活を

通した学び」と「授業を中心にした学び」という学び方の違いもそうですが、時間の

区切り方の違い、活動空間（教室等）の大きさや使い方の違い、友達関係の変化など

も、子どもが感じる段差です。 
保育者と小学校の教師は、これまでの連携の在り方を見直し、このような段差を滑

らかにするための教育・保育を工夫することが大切です。互いの保育･授業を参観し

合う機会の設定から、合同研修会や情報交換会の開催へと無理のない範囲で連携を進

め、互いの教育・保育を理解した上で、連続性、一貫性のある接続期のカリキュラム

を作成、実施することは、幼小の接続を円滑にし、小１プロブレムの解消にもつなが

っていくと期待されます。 
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